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	   報 告 者
	クラブ　　　　　　　　　学年　　　　　　　氏名　菅野翔

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	暑かった。水温も特別寒くはかんじなかった。

ウエアについては下は水着、上は長袖のラッシュガードを着用。ただし、暑い時は腕をまくり半袖にしてやっていた。スコールが来た時のためにカッパをコーチボートにつんだ。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	潮が強く、流された。
また、風は普段は弱い。ただスコールがくると一瞬とても強くなる。

	　セッティングで

注意したこと
	風が吹くといけないので、なるべく中風設定を心がけた。

	　セーリングで

　注意したこと


	潮が強いので、マーク回航するときに、いつもよりオーバーセールの状態で入った。


	　海上で練習した

こと
	とくになし。

	実際のスベリは

どうでしたか？


	海面が違うので、スピードが出づらかった。


	　スタートは、

　どうでしたか？


	潮がつよく、流されやすかったので、潮の流れを考えてスタート位置を決めた。
それにより、きれいにスタートが出来たときもあった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	はじめはとまどったが、慣れてきたらすこしずつうまく出来るようになった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	とくにスタートがうまかった。
スピードやコースもうまかった。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	特にはなし。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	いっぱいある。
全体的にもっと練習をしておけば良かったと感じた。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	女子世界チャンピョン。

	　今後の課題と

　目標は？
	スピードを高めること。
目標は来年の世界選手権。

	　ＪＯＤＡへの要望
	なし。

	その他


	なし。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

